
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
◇令和２年度 事業計画・予算について 承認されました令和２年度の事業計画、予算の概要です。 
 

1 事業計画～運動推進について 

東京のあすを創る運動は、運動の主体である生活学校・

生活会議において、構成員の新陳代謝が思うに任せず、

メンバーの高齢化、それに伴い活動の休止、停止が多くな

ってきています。しかしながら、何か社会に役に立つ活動

をしたいと考える人が確実に増え、地域への関心の高まり

が見られることを捉え、東京都全域での様々な地域貢献活

動を調査して、それら多様な団体との連携を深め、新たな

運動を目指していくことが必要です。こうした状況にあって、

令和２年度は次の項目に重点を置き運動を推進します。 

１ 安全な・活力あるまちづくり、子育て環境の整備、高

齢者の医療・福祉や健康づくり、自然環境の保全・学習、

省資源・省エネルギー・資源再利用、食の安全確保など

多岐にわたる課題への取組んでいる団体に対して新た

な支援を行う。 

２ 広報活動を一層充実して、運動の普及・発展を図る。  

３ 東京都内全区市町村との連携を図り事業を推進する。 

２ 予算 令和２年４月１日から令和３年３月３１日まで (単位：円） 

項目 予算額 

経常収益 ２８，３４９，０００ 

  財産運用益・会費等 ５８３，０００  

東京都補助金等 ２７，７６６，０００ 

経常費用 ２８，２７９，０００ 

 事業費 ２５，４９８，１００ 

管理費 ２，７８０，９００ 

当期経常増減額 ７０，０００ 

一般正味財産期末残高 １５，８２１，０７０ 

 

 
 
 
 

 
◇永年功労団体・功労者表彰 贈呈式が中止となりましたので、個々に送付させていただきました。 

１ 表彰状 団体 小平市とまり木生活会議                                

２ 表彰状 個人 

１１名 

冥賀 令、武田房子、佐藤静子 (新宿区角筈生活学校)  

合間由紀子、神明日出子、長谷川智恵子 (渋谷区長谷戸生活学校)  

小古田宏子、田中祐子 (渋谷区初台生活学校)  

山本隆治 (町田市エコネット町田生活会議)  

吉川富枝、鈴木光子 (あきる野市いずみの会生活学校) 

３ 感謝状 個人 

４名 

平沼喜世、伊藤由紀子 (大田区大森生活学校) 

乙幡イチエ、関 文子 (あきる野市いずみの会生活学校) 

４ 協力者感謝状 諫早スミエ （賛助会員：あきる野市いずみの会生活学校） 

第１９３号 令和２年３月３１日発行 

公益社団法人 東京のあすを創る協会 

〒104-0028  

東京都中央区八重洲 

二丁目11-7 6階 

電話 03(3272)0213 

新型コロナウイルス感染拡大に思う  事務局長 藤本龍夫 

今、新型コロナウイルスの感染が全世界で広がりをみせ、多くの尊い人命が失われ、日本ではなお感染が止まらない状

況が続いています。社会は不安におびえ、経済は打撃を受け、通常の社会生活を営むことさえも難しい中、地域での活

動も停滞を余儀なくされているところです。東創協においても、３月に予定していた運動推進大会、理事会、総会を中止

せざるを得ませんでした。しかし、理事会のみは決議省略の書面による同意を得て、新年度の事業計画、予算については

成立させていただきました。 

さて繰り返しになりますが、現時点での東京における新型コロナウイルスの感染の広がりは、ニューヨークのような爆発的

ではありませんが、増加傾向が続いており予断を許さない状況にあります。これまでの歴史の中では、感染症の世界的な

流行、その結果としてのおびただしい犠牲が生じてきましたが、現代の飛躍的に進歩した医療、医薬品の開発によってそ

の多くが克服されてきました。現代に生きる私たちはその庇護のもとで、日々健康的な生活を送ることができてきました。と

はいっても、私たちは地震、津波、暴風雨などなど自然の脅威にたびたびおびやかされてきています。その地球で、自然

環境の中で生存している私たちは、何を思い、何を考えるべきなのか、今、問われています。当協会は、『都民一人ひとり

が主役となり、安全で安心して暮らせるあすの地域社会づくり』を目指していますが、このような問いにどう応えられるのか、

気を引き締めて、時代に適した取り組みを進めていきたいと考えています。 

  



◇活動紹介 令和元年度の９月以降に行われた様々な団体の活動の一部を、写真で紹介します。 

                      

 

                      

 

                     

 

                       

 

                       

左:エコネット町田・真光寺川を

清流にする会（9/8）～毎月第２

日曜日にクリーン作戦を実施し

ています。 
 
右:新宿・角筈生活学校～豊洲

市場見学会（9/17）開場後１年

近く経過しての待望の見学。広

～い市場でした。 

左 : 都生会連～まちづくり運

動の輪を広げる集い（10/2）佐

藤良子さん（大山団地）の講演、

各団体間の情報交換を実施。 
 
右 : 都 生 連 ～ 対 話 集 会

（10/18）「食を通じた子どもの

居場所づくり」北区、渋谷区の

取組状況報告、質疑を実施。 

左: カタクリの会～国立療養所

多摩全生園（１０月）毎月３回のウ

ォーキング、ハイキングで健康増

進を図っています。 
 
右: みどりネットｋｏｔｏ～江東区・

花とみどりのお散歩隊（１２月）江

東区主催のイベントに協力して

コミュニティガーデンを巡りまし

た。 

左 : 都生会連～施設見学

会（11/6）リニア見学センタ

ーを見学して、７年後の開

通に夢が膨らみました。 
 
右: 都民フォーラム（11/20）

「地域活動は、今」をテーマ

に、３団体から取組み、課

題、展望を語り合いました。 

左: とまり木～小平市福祉会館

で第３８回地域デビュー・仲間づ

くりパーティ（1/25）。毎年、２回

ずつ行われていて、もう１９年も

続けられています。 
 
右: 北区来たＫＩＴＡ学び合いフ

ェスタ（2/15～16）都生連～オリ

パラ開催に向けたイベントに参

加するも….延期に。頑張りましょ

う。 



はじめまして 東創協です。 

   

当日の参加者の学習の様子 

当日の参加者の学習の様子 

                                                        

 

 

 

現在、東京のあすを創る運動を担って活動している団体は、生活学校、生活会議を合わせて８３団体あります。生

活学校はピーク時には１９０団体を擁していたが、現在は２５団体まで減少しました。また、生活会議はその多くが多摩

地区に片寄り、区部に少なくなっています。結果として、東京都内６２区市町村内で運動団体の空白の地域が少なか

らずあります。もちろん、東京都内全域、多くの地区で様々な形での地域活動、ボランティア活動が、今日も行われて

います。そんな活動を尋ねて、「はじめまして 東創協です。」 として「運動推進ＮＥＷＳ」で紹介していますが、その

中から２つの記事を転載します。

 
◆墨田区 てーねん・どすこい倶楽部 日本語教育支援 
墨田区に３つある高齢者福祉センターの一つ、元気

高齢者施設「立花ゆうゆう館」を指定管理者として運営
にも携わっているのが、特定非営利活動法人「てーね
ん・どすこい倶楽部」。定年を迎えた人たちを主体として、
経験や技能、趣味や特技を活かしたボランティア活動
で地域社会に貢献・参画して住みよい地域づくりを目指
そうと、平成１４年に結成されました。子育て支援や日本
語指導など多岐にわたる活動を展開していますが、て
ーねん・どすこい倶楽部では、活動の種別に応じた事
業部制を敷いています。①日本語教育支援部、②シニ
ア人材バンク部、③情報紙部、④セミナー部、⑤ＩＴ支援
部、⑥健康・シニア支援部、⑦子育て支援部、⑧個別
支援部、⑨生きがい講座部、⑩食育支援部、⑪経営・
起業支援部、⑫施設管理運営事業部(立花ゆうゆう館の
運営)である。この広範囲の事業を、６０人余りの会員で
カバーしています。 

今回はその事業部の一つ「日本語教育支援部」の活動

が週一度、墨田区の横川で開かれているので、１月のその

実施日に尋ねました。 

日本の人口は減少の一途であり、人手不足が深刻にな

っており、特に介護人材などで顕著であると言われていま

す。現に少なからずの外国人が介護の仕事に従事してい

るとのことです。介護の職としては、介護福祉士があります。

この介護福祉士になるには、一定の介護実務経験を積ん

で介護福祉士国

家試験に合格す

る必要があります。

大学、専門学校

等の養成施設を

卒業することでも

資格取得できま

すが、一般的に

来日し介護現場

で働いている外

国人の場合は、前者の国家試験を受験することが普通で

す。しかし、日本語で試験を受ける大きな壁が立ちはだか

っています。日常会話は不自由がなくても、日本語の筆記

試験を受けるのは、皆さんが得意？の英語で英国の介護

資格試験を受けることを想像してみてください。絶望的な

気持ちになりませんか。 

ホワイトボードに、①療法士、②薬剤師、③内服薬、④

舌下錠、⑤外用薬、と書き出して、その読みのみならずそ

の語彙の説明を求められていました。これもまた、私たちが

英語で読み、英語で意味を説明するのを念頭に置いてみ

てください。その大変さは想像を絶します。日本語を母語と

しない受験者のために試験問題にフリガナが振られるよう

になったとのことですが、読みだけでは解決できないのだと

理解できました。 

当日は、４人が学習していましたが、その一人は川越か

らはるばる通って来ているとのこと。住んでいる地域には、

介護福祉士試験に係わる日本語指導をしてくれるところが

ないからという。指導役は、てーねん・どすこい倶楽部の日

本語教育指導部の柳田部長はじめボランティア・スタッフ

の面々が担っている。地元墨田区だけではなく、この取り

組みをたまたまラジオで聞き、駆け付けた人もいるという。

昨年末には、毎日新聞のコラムで取り上げられ、「支援とは

一方的なものではない。支えることは支えられることにつな

がる。教室に集う人たちはそれを知っている。」と格調高く

左:大田区生活学校連絡協議会 

合同研修会（2/21）「人生１００年

時代を健やかに」をテーマにバ

ンザイ体操でパワー全開です。 
 
右:北区東田端ふれあい館＜春

のお楽しみ会＞で（2/24）北区

の影絵サークル「つくしんぼう」

が「ねずみの嫁入り」「小人の靴

屋」の影絵が披露されました。 



▽ひとこと 東京のあすを創る協会の機関紙「ふれあい東京」は、９月と３月の年２回に発行してまいりましたが、今号については、新

型コロナウイルスの感染が広がりをみせている状況の中で、遅れての発行となってしまいました。ご容赦ください。学校が３月から５月の

連休明けまで休校となり、また、感染防止のために外出することさえも自粛せざるを得ない日々となっています。一般的に、子どもの適

応力は高いと言われていますが、今回の事態に対しても、不平不満を言わず日々を過ごしている、と親も含めた大人たちは見ているか

もしれません。しかし、「言わない」のではなく「言えない」「言わないで我慢している」のではないでしょうか。感染の怖れにおののき、行

動の不自由を嘆き、収入の減少に不満を募らせる、そんな親の様子を見て、子どもたちは口を閉ざしているのかもしれません。かつて経

験したことのない非日常の日々にストレスを感じない人はいません。子どもたちも不安を抱え、押しつぶれそうになって、耐えています。

家庭の中で、そして難しいかもしれませんが地域の中で、少しでも和ませ、癒される取り組みができればと思います。       （竜） 

結ばれていました。 

今回、私が感じたことは、支援という言葉とはまた違う母

国を離れて懸命に努力している自分たちに、親身に接して

くれる優しい日本人がいることが嬉しく、また、教える側に

その気持ちをストレートに表してくれる外国人とコミュニケー

ションできる喜び、そんな場の暖かさを教室に通う人たちは

作っている、というものです。そんな教室の暖かい雰囲気

の中に招き入れていただき、ありがとうございました。 

 

◆ＣＡＰワークショップ～ＮＰＯ法人「青い空」 
 
いまだに児童虐待事件が、そしていじめ問題もなくならな

い。昨年は、目黒区で、千葉県野田市で死に至る痛ましい虐

待事件が起きました。いじめの問題では、子供だけではなく、

神戸市で教員間の陰湿ないじめが露見して驚かされた。それ

らの事件が起きるたびに原因が分析され報告書としてまとめ

られ、様々な対策が実施されています。しかし、残念ながら将

来に向けての根絶は難しいでしょう。なぜならそれら虐待、い

じめの背景に横たわっている、社会全体を覆う格差拡大が大

きくなることはあっても小さくなることがないと考えられるからで

す。虐待事件、いじめ問題に対して児童福祉、学校、警察の

行政が連携して対処することが求められますが、それが閉ざ

された家庭の問題であり、多忙な教員が担わなくてはならな

い問題であることが、解決を困難にしています。 

そんな難しい課題を別な視点から解決を目指しているのが

ＣＡＰ（Ｃｈｉｌｄ Ａｓｓａｕｌｔ Ｐｒｅｖｅｎｔｉｏｎ:子どもへの暴力防止）、

１９７８年に米国オハイオ州コロンバスのレイプ救援センター

が開発し、世界１０カ国以上で実施されているプログラムです。

日本へは１９８５年に紹介され、現在日本全国で子どもが『い

じめ・誘拐・性暴力』といったさまざまな暴力から自分を守るた

めの暴力防止プログラムとして実施されています。 

ＣＡＰの基本的な考え方は３つです。 

１． エンパワメント～内なる力を引き出す働きかけ 

 人は生まれながらに素晴らしい力を持っている。その力を信

じ、充分に発揮できるように働きかけることです。「子どもは無

力だ」と考えられ、暴力防止は「～してはいけません」という行

動規制が中心だった。しかし、それでは実際に暴力に遭遇し

た時にどうしたらいいかわからない。ＣＡＰは、たとえ不安で困

難な状況であっても、子どもが本来持っている問題を解決す

る力を信じて「あなたには～ができるよ。～もできるよ」と行動

の選択肢を共に考え、暴力に対処する力をサポートします。 

２．人権意識～「安心・自信・自由」そして大切なわたし 

子どもたちは誰でも「安心」して「自信」を持って「自由」に

生きる権利があります。そして、暴力とはこの「安心・自信・自

由」の３つの権利を侵す行為です。暴力に遭いそうになった

時、「いやと言う」「逃げる、その場をはなれる」「誰かに話す」

ことを学び、危険な状況から逃げるための知識や技術を身に

つけ、大切な自分の心と体を守ることができるようになります。 

３．コミュニティ～学校・家庭・地域の連携 

ＣＡＰでは、子どもたちが安心して暮らしていくためには、

地域のおとなたちが子どもたちをサポートすることが不可欠だ

と考えています。おとなへのワークショップを教職員や親、地

域のおとなたちへ提供することにより、エンパワメント、人権意

識などの考えや暴力に対する知識、情報、技術などをおとな

同士が共有し、連携して地域全体で子どもたちをサポートす

る方法を一緒に考えます。また、子どもたちは子どもの安全の

ために真剣に取り組んでいるおとなたちがいること、子どもの

話を聞いてくれるおとながいることを理解します。ＣＡＰはコミ

ュニティの安全のための活動です。 

このＣＡＰの取組みをしているのが、ＮＰＯ法人「青い空」で

す。「青い空」は１９９６年に立ち上げられ、２００３年にＮＰＯ法

人化し、セルフディフェンス講座、デートＤＶ防止講座を加え

て、現在まで継続的に活動を続けています。 

 

今回、三鷹市にある私立小学校のＰＴＡの皆さんに向けた

＜おとなワークショップ＞を実際に見学させていただきました。

長年かけて練り上げられてきた分かりやすく実践的なワーク

ショップであり、子どもたち向けのプログラムも実際に役立つ

術を身に付けられるものだと伺えるものでした。このワークショ

ップで一人でも多くの子どもたちが暴力から逃れられることを

願わずにはいられません。子どもたちに限らず、多くの人たち

にこのワークショップを体験できるよう「青い空」の活動が広め

られることを願ってやみません。暴力におののき、萎縮して助

けを求めている子どもたちのためにも。 

ありがとうございました。 

 

 

 

  

ＣＡＰワークショップの様子 


